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①学校運営上の
課題

教職員の時間外勤
務の是正

5小中学校に教師業務アシスタ
ントを配置し、教員の事務業務
の負担軽減を図っているが、月
当たりの時間外業務は小学校
は月45.3時間、中学校は月66.2
時間と時間外業務が常態化し
ていることが課題である。

各本部会長、地域学校協働活動推進委
員、ボランティア、教員を対象とした町主
催の研修会を年1回実施する。学校教育
の目指すビジョンの共有、協働活動推進
員の役割の周知などを内容とする。

推進員の役割が明確化されるこ
とにより、教員の業務負担が軽
減され、地域との協働が進む。

教職員の月当たり時間外
業務の状況
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・各本部委員、地域学校協働活動推進員、ボランティア、教
員を対象とした研修会を実施した。参加者の満足度も非常に
高く、研修会の実施により、それぞれの立場としての役割を
改めて意識するきっかけとなった。
・前年度よりボランティアの登録人数が1.2倍となり、活動日
数も1.3倍とともに増えており、見守り支援や学習支援の人
数、日数が増えたことで教員の業務負担が軽減され、時間
外業務の削減に効果がみられた。

様式11 令和５年度「地域学校協働活動」実績報告関係様式

●R5年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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